






























＜子ども時代のＤＶ経験が招く傾向について＞ 

ＤＶにさらされた子ども時代の経験が、以下のような傾向を示すことがあります。 

例）①他者との距離感がわからないので人間関係を維持できない。 

②自尊感情が低く何事も自信が持てないため無理ながんばりを見せる。 

③見捨てられ不安を抱え特定の人に執着しやすい。または友人間を転々とする。 

④被害者意識を持ちやすく、他者が恐怖を感じるほどの怒りの表出がある。 

⑤問題を他者に責任転嫁する傾向があり、トラブルが多い。  など 

 

暴力連鎖の芽は、中学生の男女交際にも見えてきます。男子は相手を責めるような

他罰傾向が見られ、支配的になりやすく、女子は自分が悪いという自罰傾向でその支

配を受け入れやすいということが起きます。ただ、友人関係においては、男子、女子

ともに他罰傾向、自罰傾向の両面を持ち合わせ、相手を選んで無意識に表出させます。 

例）①いじめを受けながら、別の子どもには加害者になることがある。 

    ②交際相手から支配を受けながら、友人にはいじめをする。  など 
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＜ＤＶが子どもに与える影響の連鎖の図＞ 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
     ・不登校             ・生活困窮 

・学力低下            ・ＤＶ加害者 
     ・暴力    など        ・ＤＶ被害者  など 
                                                       

 

子どもへの影響（直接・間接） 

適切なサポートの欠如 

ＤＶ等問題を抱える家

 

感情面への影響 学習や認知への影響 生活面への影響 

自尊感情の低下 
人間関係形成の困難さ 

 

学習の遅れ 

発達障害と類似する様相 

生活習慣の乱れ 

 

 

学 校・社 会 

問題行動 社会不適応 

 

学校生活 社会生活 

教師の負担増 暴力の連鎖 
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